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平成２５年度 第２回人事委員会会議結果 

 

１ 開催日時 

 

   平成２５年５月１０日（金）午前１０時～１１時３０分 

 

２ 開催場所 

 

   人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階） 

 

３ 出席者 

 

【人事委員】 

  委 員 長    曽 我 紀 厚 

     委  員  中 原   都 

     委  員  荒 濱 健太郎 

 

【事務局職員】 

  事務局長  森 谷 邦 彦   次長兼任用課長  稲 田   将 

     給与課長  新 高 謙 一   係  長     遠 藤 公 亮 

     係  長  向 井 京 子   係  長     有 岡 博 己 

係  長  河 村   淳 

 

【傍聴者】   なし 

 

４ 議 題 

 

    議案第１号 人事委員会告示の一部改正について 

 

  議案第２号 人事委員会通知の訂正について 

 

  報告第１号 ２０１３年度賃金労働条件に関わる要求書について 

 

５ 議事の公開・非公開 

 

  公開とした。 

 

６ 議 事 

 

１ 議案第１号 

人事委員会告示の一部改正について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。 

 

【説 明】 

 以下のとおり人事委員会告示の一部を改正しようとするもの。 
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① 告示の名称 

  選考により採用又は昇任させる職（平成 18年鳥取県人事委員会告示第１号） 

 

② 概要 

知事部局では、陸上養殖の振興に向けて、優良な養殖用種苗の提供体制の確立を急いでいるが、水

産種苗生産技術は非常に高度な技術であり、本県で当該技術を有する職員は実質１名である（養殖漁

業に係る種苗生産技術について研究する者は限られており、水産職として採用された職員のうち大学

で種苗生産の経験があるものはほとんどいない。）。 

水産種苗生産技術の職は、その専門性が高く、競争試験による能力実証が困難となるおそれがある

と考えられるため、その採用は選考によることとし、新たに「常に選考によるものとするが、実施に

当たりあらかじめ人事委員会の承認を要するもの」として定める。 

 

③ 施行期日 

平成 25年５月 14 日 

 

 ２ 議案第２号 

 人事委員会通知の訂正について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。 

 

【説 明】 

 以下のとおり人事委員会通知を訂正しようとするもの。 

 

① 訂正を行う通知の名称 

   鳥取県に提出する書類の押印の見直しに伴う関係人事委員会規則等の整備について 

    （平成 23 年 12 月６日付第 201100132359 号鳥取県人事委員会委員長通知） 

 

② 訂正理由等 

（１）これまでの経緯 

 ＜改正の元となる通知＞ 

住居手当の運用について（昭和 49年 12 月 26 日付発鳥人委第 162 号） 

 ＜改正通知①＞ 

住居手当の運用について」の一部改正について（平成 21年 12 月 22 日付第 200900146098 号鳥取

県人事委員会委員長通知） 

《鳥取県人事関係法令集に未反映》 

○改正の内容 

       自宅に係る住居手当の廃止に伴い、別紙第１住居届備考２を削る等の改正。 

＜改正通知②＞ ･･･ 誤り 

鳥取県に提出する書類の押印の見直しに伴う関係人事委員会規則等の整備について（平成 23 年

12 月６日付第 201100132359 号鳥取県人事委員会委員長通知） 

《鳥取県人事関係法令集に反映済》 

○改正の内容 

        各種手当の届出を行う職員が氏名を自署する場合には、氏名欄の押印を省略することができ

ることとしたことに伴い、「住居手当の運用について」の他、関係する人事委員会通知を当該整

備通知で一括して改正。 

     ○誤りの内容  

         改正通知①で改正される以前の内容をもとに、改正通知②の案を作成・付議し、発出した。 

（２）原因及び再発防止策 

平成 22年度の鳥取県人事関係法令集の編集の際に改正通知①の内容を同法令集に反映させるこ

とを失念していたため生じたものであり、再発防止のため、今後は複数の目で議案や人事関係例規

データベース等の確認を行い、規則・通知等の発出や反映状況について一層の確認・チェックを行

う。 
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（３）処理方針（案） 

誤りのある改正通知②について、議決後、委員長名の訂正通知を発出し、各任命権者に周知を図

るとともに、鳥取県人事関係法令集を改めて、正しい通知内容を反映させる。 

 

【質 疑】 

委 員 

誤りを訂正することはよい。あとは他に誤りがないかという点。 

前の年度の改正等は、翌年度の法令集に全部反映させることになっているのか。 

事務局 

前年度の改正内容を一括して業者に法令集の加除をお願いしている。 

前年度の改正を一括して依頼したはずだったが、その中から漏れている改正通知があった。 

委 員 

業者にはどのような形式で原稿を渡しているのか。 

事務局  

発出した改正通知をそのままお送りするような形としている。 

委 員 

加除漏れ等を防止するために、改正通知の綴りみたいなものがあればよいのでは。 

事務局 

それも一法である。今は各通知ごと、年度ごとに簿冊をまとめているが、年度が変わり、担当者

の異動があると改正案件を失念するおそれがある。 

委 員 

業者に渡すための改正通知等の綴りを用意しておいて、なおかつ、年度当初に業者に出す前にも

う一度チェックするようなやり方にしないといけないのかもしれない。 

事務局 

おっしゃるとおりである。あるいは、委員会に諮った議案でチェックするという方法もある。 

チェックの方法はいろいろあるので、今後検討し、再発防止に努めたい。 

 

３ 報告第１号 

   ２０１３年度賃金労働条件に関わる要求書について、事務局が説明した。 

 

【説 明】 
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【質 疑】 

委 員 

不妊治療に係る要求事項について国や他の地方自治体の状況を確認しておくこと。 

一点わからないことがある。「一 賃金改善の要求（３）人材確保が困難化している獣医師、薬

剤師、看護師、教員等の待遇を改善すること」の中で教員とある。教員は人材確保が困難で、一方

で、再雇用の要求事項のところでは、定数がないから進まないとか言われているとのこと。今の状

況がどうなのか正確に把握しないといけない。 

次回の委員会で当該要求に対する回答案を議論することとしたい。 

 

７ 次回の人事委員会の開催 

 

   平成２５年５月２２日（水）午前１０時から開催することとした。 

 

 

 


